
ドローン・UAS対処にも適用可能な
高出力マイクロ波技術の研究
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研究開発ビジョン 電磁波領域
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高出力マイクロ波装備のビジョン

高出力マイクロ波装備

経空脅威

ミサイル

UAS

ミサイル
ドローン、UAS

防護対象

防護対象

防護対象

ドローン

UAS

UAS

ドローン

UAS： Unmanned Aerial System

防護対象
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ドローン

UAS

同時多目標脅威への対処

高速ミサイル

アクティブ・フェイズドアレイ方式により高速ビーム走査が可能
同時多目標・飽和攻撃への対処能力が高い

高出力マイクロ波装備



将来の脅威と高出力マイクロ波装備
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ASM
（ARM）

CM

将来の脅威

ドローン

非対称脅威
・対処コストが非対称
・出現予測が困難

同時多目標脅威
・飽和攻撃

・要対処数が多い
・重要度判別が重要

・電磁波は、光速で目標に到達

・高速ビーム走査が可能

・電力消費のみ（低コスト）

瞬時対処、同時多目標対処が可能で、低コストの指向性エネル
ギー兵器による防空システムが必要

※ ASM ： Air-to-Surface Missileの略。 ARM ： Anti-Radiation-Missileの略。 CM ： Cruising-Missileの略。

ＵＡＳ

（市販品／非市販品）
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高出力マイクロ波発生装置

空中線装置

× 340本

マイクロ波
パワーモジュール

電波暗室

アクティブ・フェイズドアレイ
を構成

受信

送信

モジュール（端面）

受信アンテナ 送信アンテナ



平成
２６

年度
２７ ２８ ２９ ３０ 令和元年度 ２ ３ ～

継続して、妨害効
果データを蓄積

モジュールの

小型化・高出力化
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事業計画

脅威対象の
電子機器へ
照射試験

送信アンテナ（アレイ）

周波数範囲 Ｘ帯

有効放射電力 40MW以上

ビーム走査覆域±45°

送信電波 パルスドCW

・ビームパターン
＆有効放射電力

高出力マイクロ波
発生装置

基本特性取得

・ドローンへ照射試験
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試験配置図

高出力マイクロ波発生装置

電波暗室

ドローン

捜索ビーム

高出力ビーム

１.ビームパターン取得

（捜索ビーム）

２.有効放射電力計測

（高出力ビーム）

３.照射効果確認

（高出力ビーム）
計測用
アンテナ
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ドローンに対する照射効果確認
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ドローンに対する照射効果確認



11

今後の計画

令和元年～ 令和１０年代

技
術

的
成

熟
度

原理実証・妨害効果確認

大型艦船

モジュールの小型・高出力化

大型トラック

妨害効果データ
の蓄積

高出力マイクロ波
発生装置

ミサイルや無人機

航空機

搭載

搭載

搭載

搭載

関連ファンディング（半導体）を実施中

設計に反映
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まとめ

○ ドローン、UAS及びミサイルによる同時多目標脅威が

高まっており、指向性エネルギー技術が必要である。

○ アクティブ・フェイズドアレイ方式の高出力マイクロ波

発生装置を実現した。今後、照射実験により妨害効果

の調査検討を進める。

○ 同時に、モジュールの小型化・高出力化の研究を推

進し、装備化のための装置規模の小型化を図る。


